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初演） 、 「実朝」 （一九五〇年初演） 、 「鶴」 （一九五九年初演）など十六編の作品を残している。　
そしてもう一つ、 「 詞家」としての顔も持っていた





歌」に注目し、研究を行っていくため、その第一段階として土岐が作詞 た校歌の収集を行ってきた。本稿ではこの活動の記録として するに至っ 経緯、校歌の収集方法、現段階での収集 成果、成果とその公開について記していく。　
まずは、武蔵野文学館というものの概要とこれまでの




















































確認して回 のは非効率的であり手間と時間がかかる。そこで参考にした が、 『周辺』 （第 巻第十号、一九七二年十一月）に収載された冷水茂太氏による「土岐善麿作詞校歌一覧表」で った。この表は、土岐 校歌の作詞をした学校を「小学校」 「中学校」 「高校その他」 三つに区分 、それぞれの校名・作曲者・作年月を列記したものである。冷水氏によれば二百六十三 が記されている。こ 表は、調査をする学校 あたりをつける い




校歌の研究を行う上で重要と る情報が掲載され おり、これらも同時に記録していく必要性 出てきたこである。重要となる情報とは、作曲者、校歌の制定年月日、制定当時の校長名、校歌を作るこ になったいきさつに加え、学校の所在地 どの基本的な情報、沿革など
もこれにあたる。　
二つ目は、公式ウェブサイトに校歌の情報が見当たら












































































































歌を収集してきたが、学校ごとにウェブサイト運営方針や校 への思い入れに差があるためだろう、校歌について様々な情報を載せ いる学校もあれば、校歌をまったく載せてい い学校もあるなど、どうしても収集した情報にばらつきが出てしまっていた。特に楽譜の収集は困難であった。　
しかし、昨年度、この懸念を拭い去る幸運に武蔵野文


















ことがある。 「校歌」 （ 『弁論』 、第四十二号、一九五二年一月）に、次のように書かれている。











































久に岸打つ浪音高く」は、学校から日本海が近いことと、江戸時代にその日本海沿岸から吹き付ける風に巻き上げられた砂の被害をな すために、松を植樹してつくられた防砂林をいっている。 「ああ消えぬ歴史の跡よ城よ」は本荘城跡地のことだ。本荘城は、別 尾崎城または鶴舞城と称し、慶長十九（一六一四）年頃に築城された。戊辰戦争の際に焼失してしまったが、跡地は大正時代に史跡公園として整備さ て る。この城跡地は町立本荘中学校から二百メートルほどのと ろにあったため、学校にとっては身近な場所だったであろう。なお本荘北中 からはこの城跡地まで二キロメートルほどの距離がある。　
三番は学校の校章と精神を示す。校章は開校の約二ヶ
月後の昭和二十二年七月十五日に制定された。 「校章の「ペン」は「文化」 「学問」を象徴し、 「三つの星」は日本国憲法の精神である「民主・自由・平和」の精神を校
是とする、文化の殿堂本荘中学校（本荘北中）を表している。 」 （ 『新墾』同上）という。ここから「ペンに輝く自主の星影」 「常に自由と平和を守れ」という歌詞が生まれたのだろう。また、これは、土岐が学校の資料として風景画だけでなく校章についても受け取っていた証明にもなろう。　
この校歌の曲は作曲家の信時潔が担当しており、本荘




































校歌の作詞をしていたことをこの場で初めて知った人が多かった。分布図を見たある男性は、 「自分の出身校がここに載っていて驚いた。自分の子どももこの学 を卒業したし、孫はまさに在学中だ。自分と子ど と孫の三代で土岐作詞の校歌を歌って とは。 」 話してくれた。　
講演では筆者が機会を与えていただき、拙いながら土



























土岐先生の作詩で、 「上越学生寮の歌」を作曲し、その楽譜が印刷されて私たちに届けられた時のことです。いつもおだやかな先生が、その時は大変怒りました。私 音楽に対して はありません。音楽とは別に先生の作詩がたて書きで印刷されていて、先





























」 （ 『周辺』 、第一
巻第十号、一九七二年十一月）があり、ここに 冷水氏が校歌を調査することになったいきさつとその報告が記







































本文「三、収集の成果」 記した由利本荘市立本荘北中学校のように 校歌制定時の校名は「本荘町立本荘中学校」であったこと 舎は本荘北中学校より子吉川を挟んで南側に位置していたこと、それ故にこ うな歌詞が生み出されたことなどが考察できたわけである。　
冷水氏の調査について、特に一覧表のことを批判的に
述べたが、冷水氏の成果を否定しているわけ ない。武蔵野文学館は今後も冷水氏が調査を行っ に敬意を払いつつ、校歌の収集と研究を進めていく所存である。	
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